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　引き続き、一層のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

１．日時、場所

日時 平成28年5月31日（土）　14:00～15:00

場所 つくば自動車整備専門学校　102教室

２．学校関係者評価委員
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３．委員会次第（概要）

（１） 開会

（２） 理事長挨拶

（３） 学校評価に係る経緯説明

（４） 平成26年度自己点検・評価報告

（５） 討議・意見交換・改善策（詳細は後述の通り）

　各委員から、自己点検・評価報告書に関するご意見やご感想を頂き、改善策を記載した。

（６） 閉会

氏名 所属等 選任区分

平成28年7月30日

学校法人つくば総合学院

理事長　　片岡　均

平成27年度学校関係者評価報告について

　学校法人つくば総合学院　つくば自動車整備専門学校では、本校規程に基づき、学校関係者評
価委員会を実施いたしました。以下にその内容についてご報告いたします。

　今後は、各委員からの意見や指導等を真摯に受け止め、より良い教育、より良い学校運営を目
指し、教職員一同努力してまいります。

橋谷　征司 元茨城県立下妻第一高等学校　教頭 委員（教育関係者）

酒井　克之 つくばドライビングスクール所長 委員（地域住民）

染谷　恭平 茨城日産自動車株式会社　サービス部 委員（卒業生）

羽富　拓也 茨城日産部品販売株式会社 委員（卒業生）

中根　誠 株式会社中屋ホンダ販売　専務取締役 企業関係者

片岡　均 学校法人つくば総合学院　理事長 学校関係者

大塚　清 つくば自動車整備専門学校　校長 学校関係者

中里　洋巳 つくば自動車整備専門学校　副校長 学校関係者

亀山　和人 つくば自動車整備専門学校　教務部長 学校関係者

　大塚校長より、学校評価の目的や必要性について説明があり、今回の報告を受けてご
意見や感想を頂き、問題点の改善策立案の参考にさせて頂く旨説明があった。

　中里事務局長より、平成26年度の事業報告、自己点検・評価報告書について、各項目
の達成度や取り組み状況、今後の改善点について報告がなされた。



４．討議・意見交換・改善策について

（意見等）

(改善策等）

（意見等）

(改善策等）

（意見等）

（改善策等）

　平成26年度の自己点検・評価報告に基づき、達成状況に関する意見等も含めて、法人や学校に
対して要望等を含め、次のような貴重なご意見を頂き、指摘事項の改善を図ります。

評価項目 自己点検・評価についてのご意見・ご感想など

1
教育理念・育成する

人材像

・自動車業界に係らず、どの業界においても挨拶は基本となるもの
なので、しっかりとできるように習慣付けしてもらいたい。

・どの学生も入学時は恥ずかしがって挨拶できない学生がいるが、
毎日の指導により数ヶ月すると全員が挨拶出来るようになる。今後
もしっかりと指導して行く。

2 教育の内容

・自動車技術は日々進化を遂げているため、教員も常に先進技術の
習得に努め、最新の技術を学生たちに指導して行く必要がある。
・より質の高い教育をするため、また教師間でのレベルの均一化を
図るため定期的に教員研修を行ったり教員講座に参加するなどし
て、資質の向上に努めることが大切である。

・自動車メーカーが実施する講習会に積極的に参加し、最新技術や
知識を学ぶようにした。
・教員研修をベテラン教員が中心となって定期的に実施し、新任・
中堅教員のレベルアップを図った。

3 教育の実施体制

・開校してから10年経つと、時代に合わなくなる教材も出てくると
思われるので、可能な限り時代に合った教材を揃え、時代のニーズ
に応えられる教育をしてほしい。

・教員の力だけではどうにもならない部分もあるが、経営者と相談
しながら、充実した教育環境を作って行きたい。



（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

評価項目 自己点検・評価についてのご意見・ご感想など

4
教育目標の達成度と

教育効果

・入学して来た多くの学生の目的は就職と資格取得である。それを
達成できるようにしっかりとした教育を行ってほしい。また、在学
中に目標を失い退学を考える者もいるので、卒業までしっかりと指
導してもらいたい。

 ・全員の学生の目的が達成できるよう、また途中リタイアするこ
とがないようにしっかりとした教育と指導を常に心がける。

5 学生支援

・在学中に家計が厳しくなる学生もいるようなので、奨学金を出し
たり、学費の納入方法を考慮してやってはどうか？

・学費納入については、奨学金を出したり納入方法の相談に応じて
いる。

6 社会的活動

・企業や地域住民と結びつくことで信頼関係を築くことができるの
で、いろいろなイベントなどを通して結びつきを強化した方が良
い。

・今まで行ってきた地域の清掃活動のほか、小学生対象のお仕事体
験を行なった。今後もいろいろな係り方で社会貢献できる学校にし
て行きたい。

7 管理運営

・自然災害は突然訪れるものなので、日頃から防災に対する備えや
意識をしっかりともち、準備をしておくことが必要。

・今まで疎かにしてきた非難訓練を定期的に実施することができ
た。これからもマニュアルを整備して突然の災害に対応できるよう
にしたい。

8 財務

・全職員がコスト意識を持って無駄をなくすことに努力してもらい
たい。

・物品を購入する際は数社から見積を取って、コスト削減に努め
る。

9 改革・改善

・自己点検による結果について全職員が認識して、より良い学校造
りをしてほしい。

・各職員が問題意識をもって取り組む。


